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Key words: 5 to 8 keywords

和文要旨（和文論文の場合，英文と同内容を記載）

和文キーワード（和文論文の場合，英文と同内容を記載）

	和文および英文所属は採択後の最終原稿で記載


1.　 
　
本テンプレートは，音声研究投稿のために作成したものです。刷り上がりをイメージしてはいませんが，おおよその刷り上がりページ数を把握することができます（実際は2段組み）。1ページ目のタイトルページは，刷り上がり約1/2ページとなります。
本テンプレート（2ページ以降）1ページで刷り上がり約1ページ（約1760文字）に相当します。
投稿原稿の長さは，研究論文及び書評論文の場合，注，表，図，参考文献を含めて刷り上がり14ページ以内，短信・情報は刷り上がり2ページ以内となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2.　 

2.1　 
1.1，1.2，2.1のように書いてください。前には1行空白を入れてください。
2.1.1　 
　本文中の図表の参照位置近くに図表を貼り付けてください。図のタイトルは図の下に，表のタイトルは表の上に記載してください。図表のサイズは，横70mm未満で片段配置（組上がりの文字数は半分：図1の場合は6/2行分の文字数），70mm以上140mm以下で全段配置（図2は7行分の文字数）となります。また，図面は提出された図面を加工せずにそのまま使用しますので，印刷した際に図中の文字が読めるように作成してください。
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図1．測定方法
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図2．測定方法2

表1  測定結果
	
	日本語

	[bookmark: _Hlk483567884]A 
	1

	B
	2


[bookmark: _GoBack]3.　 
　
　本文中で言及した文献は，参考文献として論文の文末に記載してください。その際，文献は言語別にして和文，英文の順で記載してください。参考文献は，本文中に引用している文献のみを記載してください。本文中では，上野善道（1997, 2009a, 2009b），Kiritani, Itoh and Fujimura （1975），（平山・大島・中本1966, pp. 13–16），(S. Haraguchi 1991, p. 107, M. Sugito and H. Hirose 1978, pp. 35–36) のように記載し，姓名の名またはfirst name を記載してもよいです。

謝辞

　投稿時，著者情報がわかる記載部分は伏字にしてください。

〔付記〕

　投稿時、科研費番号や口頭発表に関する発表先などは著者を特定できる可能性があるため，伏字にしてください。　

〔注〕

注は脚注とはせず，本文中に通し番号を付し，本文の末尾にまとめて記載してください。
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